
添付資料①　：　事故現場写真

下流上流



添付資料②　：　事故状況説明図

W=2.80m
H=3.60m 河川側に近づき過ぎたためバラ

ンスを崩して横転し、運転席内
で頭を強打し上半身が投げ出さ
れたと思われる。
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ダンプトラックが戻ってきたら 直ぐに次
の作業に着手できるよう 下流側にバック
で移動していたと思われる。



添付資料③ー２　：　事故状況断面図

（事故のポイントとなる部分を明示して下さい）

作用員・誘導員配置状況図

　【記入方法】 ◎

　　記号（右の凡例参照）を使用して、

　　下の重機のまわりに配置状況を図示する。

□

下流側

凡
例

常時配置していた誘導員

　（被災者）

△
配置していたが、事故発生時には現場を
離れていた誘導者

添付資料③ー１　：　事故状況平面図

（事故のポイントとなる部分を明示して下さい）
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被災者
法肩等の危険箇所に明示をして
いなかった。

誘導者が配置されていなかっ

た。

運転手は座席シートベルトをしていな
かったため横転時に頭部を強打した。
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添付資料④ー２　：　作業計画・配置人員（横断図）

上流側仮設計画場所

作用員・誘導員配置状況図

被災直前の作業 被災直前の作業

下流側

添付資料④ー１　：　作業計画・配置人員（平面図）

上流側仮設計画場所

河川内掘削 0.10ｍ3バックホ

0.45ｍ3バックホウ
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河川内掘削 0.10ｍ3バックホ
被災者

4ｔダンプ2台での運搬

河川堤防上からの掘
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